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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
政
一
五
〇
周
年
、
二
〇
一
八
年
の
幕

が
開
き
ま
し
た
。
一
八
六
八
年
、
後
に
近
代
日

本
の
発
展
を
牽
引
す
る
神
戸
港
の
開
港
に
続
い

て
兵
庫
県
が
発
足
し
、一
五
〇
年
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
本
県
の
行
財
政
構
造
改
革
の
目
標

年
で
も
あ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
経

済
不
況
で
危
機
に
陥
っ
た
財
政
の
立
て
直
し
に

着
手
し
て
十
年
。
最
後
の
仕
上
げ
の
時
が
来
ま

し
た
。

　

こ
の
大
き
な
節
目
を
新
し
い
兵
庫
づ
く
り
へ

の
転
換
点
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
一
五
〇
年
は
成
長
の
時
代
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
成
熟
の
時
代
で
す
。
人
口
は

五
十
年
以
上
、
百
年
近
く
は
減
少
し
ま
す
。
経

済
も
右
肩
上
が
り
の
拡
大
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
夢
の
実
現
や
豊
か
な
時
間
の
過

ご
し
方
を
今
以
上
に
求
め
る
時
代
に
な
る
は
ず

で
す
。

　

今
後
も
活
力
に
満
ち
た
兵
庫
で
あ
り
続
け
る

た
め
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
適
応
し
な

が
ら
、
新
た
な
価
値
観
や
県
民
が
求
め
る
多
様

な
生
き
方
、
働
き
方
に
対
応
で
き
る
地
域
を

創
っ
て
い
く
。
二
〇
一
八
年
、
そ
の
た
め
の
新

た
な
挑
戦
を
始
め
ま
す
。

　

第
一
に
、
未
来
へ
の
道
筋
を
描
く
。
兵
庫
の

進
む
べ
き
方
向
を
県
民
と
共
有
す
る
た
め
、
十

年
後
の
め
ざ
す
姿
と
、
持
続
可
能
な
県
政
運
営

の
枠
組
み
を
示
し
ま
す
。

　

第
二
に
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
。
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
長
寿
を
全
う
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

第
三
に
、
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
。
人
工
知

能
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
創
造
力
や
感
性
を
伸

ば
す
教
育
に
力
を
入
れ
ま
す
。
大
人
の
学
び
直

し
や
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
も
整
え

ま
す
。

　

第
四
に
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
。
次
世
代
産

業
の
育
成
、
農
林
水
産
業
の
基
幹
産
業
化
、
国

内
外
と
の
交
流
や
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
五
に
、
社
会
基
盤
の
充
実
。
活
発
な
社
会

経
済
活
動
の
基
礎
に
な
る
高
速
道
路
な
ど
の
整

備
を
進
め
、
近
い
将
来
起
こ
る
と
さ
れ
る
巨
大

災
害
へ
の
備
え
に
も
万
全
を
期
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
県
民
の
皆
様
と
共
に
兵

庫
県
政
一
五
〇
年
を
機
に
新
し
い
地
域
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
さ
あ
、
力
を
合
わ
せ
て

未
来
へ
の
扉
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

　　

兵
庫
県 

一
五
〇
年
迎
え

　

 

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

持
続
目
指
さ
ん

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
拝
察
し
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
井
戸
兵
庫
県
知
事
様
を
は
じ
め
、

兵
庫
県
健
康
福
祉
部
の
職
員
の
皆
様
方
か
ら
当

協
会
の
事
業
推
進
に
格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
賜
り
、
深
く
感
謝
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援

法
の
改
正
に
と
も
な
い
、平
成
三
十
年
度
よ
り
、

自
立
生
活
援
助
や
就
労
定
着
支
援
等
の
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
今
後
そ
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
三
十
年
度
か

ら
の
三
カ
年
を
対
象
と
し
て
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
量
や
確
保
方
策
・
目
標
等
を
定
め

る
第
五
期
「
障
害
福
祉
計
画
」
に
つ
い
て
の
策

定
作
業
が
、
三
月
を
め
ど
に
障
害
者
関
係
団
体

や
当
事
者
等
と
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
よ
り
、
障
害
児
福
祉
計
画
も
併
せ
て

策
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
障
害
児
・
者
を
含
め

た
よ
り
総
合
的
な
計
画
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
昨
年
四
月
に
は
障
害
者
差
別
解

消
法
が
施
行
さ
れ
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
共
生
社
会
づ
く
り

に
向
け
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

施
行
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
同
法

の
主
旨
や
理
念
の
浸
透
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
と

い
う
感
が
あ
り
ま
す
。
当
協
会
と
し
て
も
、
県

か
ら
受
託
し
て
い
る
弁
護
士
・
福
祉
専
門
職
法

律
相
談
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
事
業
に
お
い
て

差
別
解
消
の
推
進
に
向
け
て
努
力
し
、
関
係
機

関
に
も
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

障
害
者
も
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
誰

も
が
ど
こ
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、
地

域
生
活
が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
か
っ

て
、
す
べ
て
の
障
害
者
が
一
致
団
結
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　

兵
身
協
に
対
し
ま
し
て
も
こ
れ
ま
で
同
様
、

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
賜
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
本
年

が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
よ
り
良
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

兵
庫
県
知
事

平
成
三
十
年
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

未
来
へ
の
扉
を
開
く

公
益
財
団
法
人

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

理
事
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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平
成
29
年
12
月
16
日
（
土
）、
丹
波
の
森

公
苑
に
お
い
て
、
第
13
回
兵
庫
県
障
害
者
芸

術
・
文
化
祭
（
舞
台
部
門
）
並
び
に
平
成
29

年
度
兵
庫
県
障
害
者
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
下
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
と
そ
の
団
体
の
関
係
者
な
ど
、

７
５
０
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
障
害
者
福
祉
大
会
で
は
当
協
会
の
理
事

長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

平
成
29
年
10
月
20
日
（
金
）、
大
阪
府
堺

市
の
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー（
ビ
ッ
グ
・

ア
イ
）
に
お
い
て
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協

議
会
の
第
37
回
福
祉
大
会
と
第
19
回
相
談
員

研
修
会
が
、
近
畿
各
地
か
ら
６
１
９
名
の
参

加
を
得
て
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
う

ち
兵
庫
県
身
体
障
害
者
団
体
か
ら
は
38
名
が

出
席
）

　

午
前
の
福
祉
大
会
は
、
会
長
挨
拶
、
主
管

団
体
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
な
ど
の
あ
と
、
前
年

度
決
議
事
項
処
理
報
告
、
大
会
宣
言
、
大
会

決
議
と
議
事
が
進
み
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
差
別
解

消
法
施
行
後
一
年
を
踏
ま
え
、「
同
法
で
は
、

公
共
機
関
及
び
行
政
機
関
に
は
障
害
者
に
対

す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
や
合
理

的
配
慮
の
提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
、
民
間
業

者
に
は
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
と
合

理
的
配
慮
の
提
供
努
力
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。
そ
し
て
国
民
に
は
障
害
者
に
対
す
る
理

解
と
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
の

努
力
が
課
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
相
模

原
市
の
障
害
者
施
設
で
の
殺
傷
事
件
、
障
害

者
の
就
労
難
や
視
覚
障
害
者
の
駅
ホ
ー
ム
で

の
転
落
事
故
な
ど
配
慮
の
欠
け
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
、
社
会
参
加
や
活
動
の
制
限
な
ど
、
障

害
者
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
課
題
が
山
積
み

で
あ
り
、
こ
れ
に
は
社
会
全
体
と
し
て
の
差

別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が
よ
り
一
層
求

め
ら
れ
て
い
る
。
真
の
共
生
社
会
の
実
現
の

た
め
に
も
、
同
法
を
含
め
『
障
害
者
権
利
条

約
』
に
ふ
さ
わ
し
い
法
の
改
正
整
備
と
、
障

害
者
に
対
す
る
国
民
的
理
解
に
基
づ
き
障
害

者
を
取
り
囲
む
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
条
約
の
理

念
や
考
え
方
が
活
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

わ
れ
わ
れ
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
生
き

活
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
一
致
団
結
し
て
尽
力
す
る
こ
と
を
誓

う
。」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
大
会
決
議
と
し
て
、
高
水

準
の
障
害
者
施
策
の
推
進
、
障
害
者
差
別
解

消
法
の
浸
透
に
向
け
た
体
制
の
整
備
、
手
話

言
語
法
の
制
定
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間

格
差
の
是
正
、
相
談
員
の
身
分
等
法
制
度
の

充
実
強
化
と
個
人
情
報
保
護
法
の
見
直
し
、

障
害
者
雇
用
率
の
達
成
、
Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶

楽
部
の
充
実
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
防
災
減
災
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
国
民
健
康
保
険
改
正
に
伴
う
障

害
者
医
療
費
助
成
減
額
措
置
の
廃
止
な
ど
、

国
や
関
係
機
関
に
対
す
る
従
来
か
ら
の
要
望

事
項
11
項
目
に
加
え
、
今
回
新
た
に
、
障
害

理
解
を
深
め
る
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
学

習
の
幼
児
期
か
ら
の
充
実
強
化
、
の
12
項
目

が
採
択
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。　

　

障
害
者
福
祉
大
会
を
間
に
挟
み
、
芸
術
文

化
活
動
を
通
じ
て
障
害
の
あ
る
人
の
自
己
表

現
と
社
会
参
加
を
進
め
る
と
と
も
に
、
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
交
流
を
通
し
て
共
感
と

感
動
の
輪
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
芸
術
・
文
化
祭
の
舞
台
部
門
が
開
催
さ

■地域身体障害者団体育成功労表彰を受けられた15名

荒内　　理 森田　玉代 森　　一男
吉川　時広 門脇　昌弘 福嶋　伸行
内海　英満 森田　德治 岡　　清司
三浦　寛司 森田美惠子 赤木　　侑
難波　俊英 菱谷ちよゑ 髙原　良之

■地域身体障害者支援功労表彰を受けられた３名

佐藤　艶子 福田彌壽廣 前田　幸江

■ボランティア貢献感謝状を受けられた１名

渡部　安世

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
兵
庫
県
立
氷
上
特
別
支
援

学
校
に
よ
る
「
踊
り
」、
い
ぬ
い
ふ
く
し
村

紙
ふ
う
せ
ん
に
よ
る
「
手
話
歌
」、
障
害
者

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
輝
笑
～
き
ら
ら
～
に
よ
る

「
よ
さ
こ
い
」
を
披
露
。
第
２
部
で
は
、
向

陽
病
院
に
よ
る
「
器
楽
合
奏
」、T
eam
 

W
el-Colle

（
龍
野
北
高
等
学
校
・
西
は
り

ま
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
よ

る
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」、
丹
南
清
明

園
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
舞
丹
に
よ
る
「
よ
さ

こ
い
」、
お
や
こ
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
ピ
ノ
キ
オ

に
よ
る
「
器
楽
合
奏
・
手
話
歌
・
ダ
ン
ス
」

の
披
露
な
ど
、
多
数
の
出
演
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
お
蔭
で
、
こ
の
祭
り
を
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
地
域
団
体
、
関
係
者

の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

芸文祭フィナーレ

地域身体障害者団体育成功労表彰

芸文祭で輝笑が「よさこい」を披露

地域身体障害者支援功労表彰
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北
播
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
平
成
29
年
11
月
８

日
（
水
）
三
木
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、「
平
成
29
年
度 

北
播
ブ
ロ
ッ
ク
身

体
障
害
者
福
祉
団
体
協
議
会 

地
域
啓
発
活

動
及
び
総
合
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
「
地
域
啓
発
活
動
」
で
は
、
北

播
ブ
ロ
ッ
ク
４
市
１
町
の
中
か
ら
、
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
の
会
員
と
し
て
地
域
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
５
名
の

方
々
に
表
彰
状
を
、
ま
た
長
年
に
わ
た
り
当

協
議
会
理
事
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
１
名
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
「
総
合
研
修
会
」
で
は
、
三
木
市

身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

今
枝
睦
宏
氏
に『
脳

梗
塞
を
患
い
、
６
年
を
経
過
し
た
今
、
思
う

こ
と
』
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
枝
氏
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
体
験

談
に
、
会
場
で
は
、
う
な
づ
く
声
、
涙
す
る

声
、笑
い
声
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
聞
か
れ
、

非
常
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
後
に
行
わ
れ
た
の
は
、
は
や
し

ぶ
ん
き
ち
氏
に
よ
る
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏

『
う
た
ご
え
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
』。
童
謡
を
は
じ

め
、
皆
が
知
っ
て
い
る
楽
曲
の
演
奏
を
聞
い

た
り
、
一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り
と
、
会
場
の

皆
さ
ま
が
共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

引
き
続
い
て
午
後
か
ら
は
、
身
体
障
害
者

相
談
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
講
師
に
厚
生

労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
障

害
福
祉
課
地
域
生
活
支
援
推
進
室
相
談
支
援

専
門
官
の
大
平
眞
太
郎
氏
を
迎
え
、「
我
が

事
・
丸
ご
と　

地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、“
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

よ
り
、
社
会
構
造
が
急
激
に
変
化
す
る
中
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・
一
般
化
・
複
雑

化
し
て
来
て
お
り
、
対
応
に
は
新
た
な
支
え

の
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
”
と
い
う

も
の
で
、
障
害
者
を
取
り
巻
く
社
会
構
造
の

変
化
を
理
解
す
る
上
で
大
い
に
参
考
と
な
る

も
の
で
し
た
。

　

な
お
、
来
年
度
の
大
会
・
研
修
会
は
、
11

月
20
日
（
火
）
に
奈
良
県
橿
原
市
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

挨拶する岡田近畿ブロック連絡協議会長
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（
公
社
）
兵
庫
県
聴
覚
障
害
者
協
会

�
理
事
長　

本
郷　

善
通

　

当
法
人
は
兵
庫
県
聴
力
言
語
障
害
者
連
合

会
の
構
成
３
協
会
の
一
つ
で
す
。

　

県
下
24
地
域
の
ろ
う
あ
協
会
の
上
部
団
体

と
し
て
、「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ろ
う
あ
者
を

な
く
そ
う
」
を
掲
げ
、
県
内
の
聴
覚
障
害
者

の
自
立
と
社
会
参
加
、
手
話
で
豊
か
な
暮
ら

し
を
築
け
る
社
会
を
目
指
し
て
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

当
法
人
の
主
な
行
事
は
兵
庫
県
ろ
う
あ
者

大
会
、
兵
庫
県
ろ
う
あ
者
新
年
大
会
兼
成
人

祝
い
の
つ
ど
い
を
は
じ
め
、
各
専
門
部
（
青

年
部
・
女
性
部
・
高
齢
部
・
ス
ポ
ー
ツ
部
）

に
よ
る
活
動
、兵
庫
手
話
通
訳
問
題
研
究
会
・

兵
庫
県
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
会
と
合
同
の
活

動
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
手
話
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お
り
、「
手
話
は

い
の
ち
」
で
す
。

　

ま
た
、
県
下
に
聴
覚
障
害
者
が
安
心
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
、

兵
庫
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
、
ひ
ょ
う
ご
聴
覚
障
害
者
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
、
た
じ
ま
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
等

の
事
業
所
の
管
理
運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
下
に
手
話
言
語
条
例
の
制
定
や
手
話
の

普
及
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。 

聞こえない新成人の方を迎えて（新年大会）
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全
国
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
戸
山

サ
ン
ラ
イ
ズ
）
が
、毎
年
実
施
す
る
「
書
道
・

写
真
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
今
年
度
も
全

国
か
ら
、
書
道
に
８
０
１
点
、
写
真
に

２
０
４
点
の
合
せ
て
１
，０
０
５
点
の
応
募

が
あ
り
、
10
月
24
日
に
書
道
部
門
、
25
日
に

写
真
部
門
の
審
査
会
が
開
か
れ
、
厳
正
な
審

査
を
経
て
、
入
賞
作
品
94
点
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、兵
庫
県
か
ら
出
展
さ
れ
た
15
点

（
書
道
12
・
写
真
３
）
の
う
ち
、
榎
本　

新

さ
ん
の
書
道
作
品
が
、
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。入
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
３
月
31
日
ま
で
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

来
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
、
多
く
の
方
々

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
10
月
12
日
（
木
）、
篠
山
市
立

篠
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
24
回
兵
庫
県
身
体
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
県
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
県

内
各
地
か
ら
13
チ
ー
ム
に
参
加
い
た
だ
き
、

大
い
に
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

参
加
人
数
：
選
手
等
１
２
０
名
、

　
　
　
　
　

役
員
・
ス
タ
ッ
フ
35
名

�

計
１
５
５
名　
　
　

結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

・
団
体
の
部

　

優　

勝　

三
木
市
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

豊
岡
市
チ
ー
ム

　

第
３
位　

南
あ
わ
じ
市
南
淡
チ
ー
ム

・
個
人
の
部

　

優　

勝　

稲
見　

彰
奏（
三
木
市
チ
ー
ム
）

　

準
優
勝　

桑
嶋　

泰
昭（
加
西
市
チ
ー
ム
）

　

第
３
位　

中
崎　

英
子（
加
西
市
チ
ー
ム
）

・
視
覚
障
害
の
部

　

優　

勝　

石
野　
　

昭（
加
西
市
チ
ー
ム
）

　

準
優
勝　

赤
松　

昇
司（
三
木
市
チ
ー
ム
）

　

第
３
位　

池
田　

安
江（
養
父
市
チ
ー
ム
）

開会式

競技風景

「
第
32
回
障
害
者
に
よ
る
書
道
・
写
真

　

全
国
コ
ン
テ
ス
ト
」
審
査
結
果

挨拶する岡田理事長

競技風景団体優勝の三木市チーム
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＊
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会

　

平
成
30
年
２
月
16
日（
金
）県
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
正
副
理
事
長
会
議

　

平
成
30
年
２
月
26
日（
月
）県
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
第
３
回
兵
身
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

平
成
30
年
３
月
３
日（
土
）ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル

二
見

＊
理
事
会

　

平
成
30
年
３
月
９
日（
金
）県
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
第
13
回
兵
庫
県
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

　
（
美
術
工
芸
作
品
公
募
展
）

　

平
成
30
年
３
月
21
日（
水
・
祝
）～
25
日（
日
）

　

兵
庫
県
立
美
術
館

＊
評
議
員
会

　

平
成
30
年
３
月
22
日（
木
）県
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
度
兵
身
協
関
連
の

主
な
行
事
予
定

　

日
身
連
収
益
事
業
は
、
兵
庫
県
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
と
連
携
し
、
県
内
各
市
町

の
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、収
益
事
業（
カ
タ
ロ
グ
回

覧
に
よ
る
物
品
販
売
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
で
得
ら
れ
た
売
上
収
益

の
一
部
は
、
障
害
者
福
祉
の
活
動
資
金
と

し
て
ご
活
用
い
た
だ
く
た
め
、
県
と
市
町

身
障
者
団
体
へ
分
配
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
「
日
身
連
収
益
事

業
」
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
収
益
事
業

所
（
通
称
：
日
身
連
収
益
事
業
所
）
大
阪

支
所

電
話
（
０
１
２
０
）
２
６
３

－

３
２
３

日
身
連
収
益
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！


